
 

科目名 哲学（Philosophy） 科目コード 110 

開講学科 
看護学科・ 

臨床検査学科 
選択区分 選択 単位数（時間） ２単位（30時間） 

科目区分 共通教育科目 履修時期 １年次後期 関連DP  

担当教員 山本 與志隆＊ 

授業概要 

思考の画一化が進む現代、自分で「考える」ことはどういうことかを考える。特に、哲学を人間のあ

らゆる知的営みの根元の学びととらえる立場から「人間とは何か」「人間とはいかに生きるべきか」と

いう中心問題について、現代社会の諸問題を視野に入れながら広く深く考える態度を養成する。 

授業目標 

現代医学をも含む科学技術を育んできた西洋の知の伝統をふり返り、その根本特徴を理解するとと

もに、東洋的なものの見方考え方と比較考察することで、現代の諸問題の根底にあるものを理解し、解

決の方向性を深く考える態度を養う。 

授業計画 

 容内 目項 回

１ 哲学とは何か 「哲学」の原義と根本性格と東洋の「思想」 

２～４ 古代の哲学 古代ギリシャにおける学知の成立 

５～６ 中世の哲学 ヘブライ、キリスト教における創造の思想 

７～９ 近代の哲学 近代科学の成立と哲学の役割 

1 0～1 1 東洋の思想 東洋的な自然観と人間観 

1 2～1 3 現代科学の諸問題 生命・身体・自然－機械論的自然観とその帰結 

 てし即に題問諸の代現－題課の後今の学哲 めとま 51～41

成 績 評 価 方 法 期末レポートにより評価する。 

教科書 テキストは使用せずプリントを配付する。 

参考図書等 授業中に適宜紹介する。 

授業時間外の 

学習について 
授業中に配布するプリント、紹介した参考文献を読んでおく。 

関連科目 １０１ 科学論、１２７ 生命倫理、１２６ 心理学、 ２０２ 看護倫理 

備  考  

 

 

科目名 法学（Law） 科目コード 111 

開講学科 
看護学科・ 

臨床検査学科 
選択区分 選択 単位数（時間） ２単位（30時間） 

科目区分 共通教育科目 履修時期 １年次後期 関連DP 看①⑤、臨① 

担当教員 上山 友一＊ 

授業概要 

 医と法に関わる問題を含め、日常生活に関わる様々な問題を通じて、「法とはなにか」についての理解

を深める授業を行う。その中で、社会規範としての法と社会の諸問題について学ぶとともに、憲法の基

本的な原則についても理解してもらう。授業は基本的に板書で行うが、ノートは要点のみをとればよい。

授業中にしっかりと話を把握し、法的な考え方を理解することに集中してもらいたい。 

授業目標 

 法律制度の基本的仕組みが理解できており、法律関係の新聞記事やニュース報道に関心を持つことが

できるようになる。 

人権感覚のある発言や行動がとれるようになる。 

授業計画 

回 項目 内容 

１～２ 導入・憲法 法適用、憲法の人権規定 

３ 法学一般 手続き、民事と刑事の違い 

４～６ 民事法 損害賠償請求、常識と法律 

７～９ 刑事法 刑罰論、安楽死・尊厳死、死刑 

10～13 医療と人権 医療技術進歩と法、臓器移植法、信仰の自由と医療、自己決定権 

14～15 基礎法学 法の概念、法と道徳、公正 

成 績 評 価 方 法 平常点（小レポート若しくは小テスト）40％と期末レポート 60％ 

教科書 教材はプリントを配付する。 

参考図書等 参考書は指定しない。 

授業時間外の 

学習について 

小レポート作成のために、課題ひとつにつき２時間程度の時間外が必要である。 

（小テストの場合、一回につき２時間程度の事前準備が必要である。） 

関連科目  

備  考  
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